




















 年  月。私は春休みの期間を利用し、家族でドイツを中心としたヨーロッ
パ旅行を企てた。この時、石浜先生はミュンヘンにご在住で、たしかミュンヘン大
学の特別招聘教授として学生に日本語・日本文化を教えて 年目になっておられ
たと思う。私たち家族はフランクフルトからアシャッフェンブルクを経て、さら
にザルツブルク、ウィーンに向かう途中、ミュンヘンにも滞在することにしてい
た。私は多忙の石浜先生のことなど顧みず、先生にミュンヘンの宿泊の手配を依
頼したのだ。「なんでもいい。とにかく安い所ならどんなところでもいい。」とい
うような何とも虫のいいお願いだったと思うが、今考えてみると先輩を先輩とも
思わぬ言動で恥じ入るばかりである。つまり現実には、ミュンヘン市内に安宿を
見つけるなどもともと至難の技である上、まして私たちは女房と両親、子供 人
の 人 世代の流浪の民であり、そんな大所帯をすっぽり収容し、しかも格安の
宿をと頼まれたら、私など逆の立場であったら体よく断っていたことだろう。し
かし、先生は「わかりました。でも、あまりいい宿は見つからないかもしれませ
んよ。」といった感じで、まさに二つ返事で引き受けてくださったのである。
これだけでも本当に有難いことなのであるが、石浜先生は私たち家族をわざわ
ざミュンヘン駅まで出迎えてくれ、宿まで案内してくれ、両親は日本食が恋しい
だろうからと人気の和風レストラン「庄屋」を紹介してくれ、そこでの団欒に付
き合い、せっかくドイツに来たのだからと、かの有名なホーフ・ブロイハウス、
そしてミュンヘンのラーツケラー、つまり市庁舎地下のレストランに私たちを連
れて行ってくださったのだ。
なぜか今でも石浜先生のお顔と、先生と私たち家族で乗っていた路面電車から
のアルテ･ピナコテーク付近の夜景が重なる。この旅行は私たち家族には何ものに
も替えがたい共通の思い出で、父はまもなく 0 歳になるが、今でもよくこの旅行
について語り、そして必ず「あの時、石浜先生にはお世話になったね。」と言う。
私もこの点に関してはまさに父と同意見で、単にお世話になったということ以上
に、先生の優しいお人柄に言葉を呑むのである。
私たちはその後もオーストリアやイタリア、フランスを回り、家族にとっては
弥次喜多ではあるが記念すべき大ヨーロッパ旅行となった。この時のことについ
て何度か石浜先生と話す機会があったが、先生はその都度「世代 人の家族旅
行など私にはできなかったからね。」とぽつりと漏らされるのであった。それに対
して私はどう言葉を返したらよいものかわからず、ただ聞き流すふりをしていた
が、これは石浜先生からのお褒めの言葉だったのだと、今となっては勝手ついで
に思うようにしている。
石浜先生、長いことお世話になりありがとうございました。そしてまた、これ
まで長いこと執られてきたご教鞭とご研究、お疲れ様でした。今後も変わらず一
層のご活躍を心からお祈り申し上げると同時に、ご助言、ご指導をよろしくお願
い致します。
